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相似して扱われたものであるが，後にIsraelson ( 1927年)が述べ, Richards ( 1928, 1931



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｃ ８ 28.5 22.8 5.2 47.9 11.98 16.7 1/4 68 9.76 ５ 9.42 9.06 96.2

























































































































































































































































































































































































類（実験A, B, C )で行なった。ナなわ
ち露点位置がほぼ中央である条件（実験
Ａ），露点位置が高温側から1/4になる
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順次高温側に移っている。この変化は図5－40で知れるように, X = 2.9 mmの位置で最初の定
常温度分布による断湿面との温度差が5.7°Ｃであるのに対して, 165時間後では1.8°Ｃの低下


























































































































































































































実　験　N(1 サクション(cm) 乾球温度（゜C） 相対湿度（Ｓ） 蒸発速度×10‾3（g/d,h）
１ 122 22.5 40 0.53
２ ５２ 9.0 53 0.80
３ 85 20.0 40 9.82




























































































































































































































































s - si =
sﾀﾞ1－s?
Tt'-Tl









計算は∂1について４種類( 4.0, 4. 2, 4. 5, 5. 0重量％）について行なった。このθ1に対す














































































































































































































































































































































































































表6－2 温 度 変 化 率
温度（゜C） 0.0 9.0 15.0 20.0 23.0 30.0
fl(T) 1.00 1.94 2.94 4.11 4.99 7.78
f2(T) 1.00 1.31 1.52 1.71 1.82 2.11
f3(T) 1.00 1.91 2.90 4.05 4.94 7.80

































































































































































































































































































































































＝Ｃ－（ＡＣ － BD ）αj
Ｅ２°Ｃ－（ＡＣ－ＢＤ）゛ｊ















































































































ヒーターは･幅約1.５ mm, 厚さ0.075mmのニクロム帯を約0. 5nmiの間をおいて折り返して配
列し（幅180×180皿），その両側に絶縁層（セクションペーパ，メンディッグテープ）を設
け，厚さ0.5皿の銅板でとじたものである。































































































Cr = 106 Kcal/㎡゜Ｃ




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Case 1 と同じ Case 1 と同じ Case 1 と同じ Case 1 と同じ
３ Case 1 と同じ
j（ごNjJiD∂V’ D配
Case 1 と同じ Case 1と同じ Case 1 と同じ
４ Case 1 と同じ Case １ と同じ
Case 1の内挿
曲線を変える
Case 1 と同じ Case 1と同じ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7) dry zone においては吸放湿無視



































































































ここで, (8-33)はwet front での水分蓄積がさらにwet front を進行させるという条
件を表わしたものである。ＶＯＳはさらに，仮定８）を置くことによりwet frontの進行につい











































































































べている。第２に，重要な点として, wet zone 内での水蒸気移動と液水移動との相殺仮定が








































こ〉 りﾜ 10C〉 心０ λ）Ｑ 2^0
　　　　　　
経過時間（h）→








































































































dry zone ( 6 <べoo）においては，水分
移動は水蒸気移動のみで生じ（8－38）式









































































































c) wet zone 内における水分蓄積
（8－42）式によって, wet front の時間変動が求まる。このことにより, dry zone から
wet front への水蒸気移動量の時間変化，言いかえると材料内への吸湿量の時間変化が規定さ













終平衡状態において, wet front のdry zone側の絶対湿度分布は室内の絶対湿度と同じ値で











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＝ wet front における含水率勾配による水分伝導率［㎡/h］
＝ 含水率勾配による水蒸気成分の水分伝導率〔㎡/h〕
＝ 含水率勾配による液水成分の水分伝導率〔㎡/h〕







































































＝ 一般ガス定数〔kg m/ Kmol °Ｋ〕
＝ 液水のガス定数〔kg mAg °Ｋ〕

























































＝ wet front における含水率〔kg/㎡〕
＝ 見かけのRH 100%に対応する含水率〔kg/㎡〕
＝ 屈曲率〔－〕







μ≪0 ＝ 真の液水の化学ポテンシャル〔J /kg〕
μVO ニ 真の水蒸気の化学ポテンシャル〔J/kg〕
μ1£ ニ 自由水基準の水蒸気の化学ポテンシャル〔J /kg〕
μ２£　＝自由水基準の液水の化学ポテンシャル〔J/kg〕
μiv ニ 純水蒸気圧基準の水蒸気の化学ポテンシャル〔J/kg〕
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